




    
    

新庁舎建設が本格化



平成24年度当初予算　25万4250倍の歩み


　対前年度比、対前年度比と去年と比べられてばかりいる当初予算ですが、今年は市制施行80周年ですし、たまにはじっくり長い目で考えてみましょう。


　平塚市が誕生したのは昭和7年。ロサンゼルスオリンピックで、男子三段跳びの南部忠平さんが金メダルを取るなど、時におめでたい話題もありました（80年前もやはり今年のようにオリンピックイヤーだったんです）。しかし、世界恐慌の影響が色濃く残り、満州国の建国や、五・一五事件など第2次世界大戦へ軍靴の響きが続く時代でもありました。当時の市の状況をまとめたパンフレット「平塚市勢要覧」によりますと、予算額は34万7685円。現在の感覚では、月給並みの金額で、平塚市は始まったのでありました。


　以来80年。戦災からの復興、高度成長、あるいはオイルショックやバブル崩壊……と、さまざまな出来事を平塚市は乗り越えてきました。今年、平成24年度一般会計当初予算は過去最大の884億円ちょうどとなりました。ほぼ50年ぶりとなる市役所新庁舎の建設工事ももちろん、この中に含まれています。


　884億円を昭和7年の額と比べてみれば、約25万4250倍に増えた計算になりました。


　この歩みを80年前の人はどう感じるでしょうか。





[image: 平成24年度一般会計当初予算過去最大の884億円]


　平成24年度の一般会計は884億円で、前年度に比べ、79億6000万円（9・9%）増えました。税収は減りますが、3大事業の本格化に対応するため、100億円を超える市債を発行して財源を確保。このため、過去最大の規模になりました。資料は市役所本庁舎1階市政情報コーナーのほか、市ウェブでもご覧いただけます。


問：財政課　電話：0463-21-8765



[image: 次期環境事業センター建設中]

工事が進む次期環境事業センター
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一般会計（9・9%増）


歳入


　税収は前年度に比べ17億5035万円（4・1%）減る見込みです。リーマンショック後の平成21年度に次ぐ過去2番目の大きな減少です。法人市民税が10億6880万円（25・2%）減る見込みのほか、固定資産税・市たばこ税も減る見込みです。


　地方交付税は9億1000万円（267・6%）の大幅増となっています。


　国庫支出金は、平成23年度当初予算では全額を国庫負担としていた子ども手当に市の負担分を見込んだことなどから、4億8195万円（3・3%）減る見込みです。


　繰入金は、財政調整基金と庁舎建設基金を取り崩したことなどから、29億8754万円（309・7%）増える見込みです。


　市債の増加に伴い、自主財源比率は61・0%となり、2・5ポイント減少しています。





歳出

義務的経費（1・9%減）


　人件費は前年度に比べ246万円（0・02%）の微増を見込んでいます。扶助費は子ども手当の制度変更などにより7億1035万円（3・4%）減る見込みです。しかし、子ども手当分を除くと、児童発達支援などのため5億2310万円増えています。公債費は6224万円（1・2%）減少し、義務的経費の総額では7億7013万円（1・9%）減る見込みです。歳出総額に占める義務的経費の割合は45・9%に下がり、3年ぶりに50%を下回りました。


投資的経費（101・8%増）


　投資的経費は新庁舎建設と次期環境事業センター整備などのため、86億5035万円（101・8%）の大幅増です。


市債現在高


　一般会計では、財源が不足した分を補うために借り入れる臨時財政対策債が前年度より2億7000万円増えました。新庁舎の建設や次期環境事業センターの整備など、投資的経費に伴う借り入れが36億2980万円（95・3%）増えることから、前年度に比べ38億9980万円（61・5%）多い102億3930万円の借り入れを見込んでいます。


　市債発行額が100億円を超えるのは、借り換え（過去に高金利で発行された市債を低金利の市債に変更）を行った平成16年度の114億1400万円以来8年ぶりです。


　本年度末の市債現在高は542億8030万円（市民一人当たり20万8777円）で、前年度に比べ59億8911万円増加する見込みです。本年度末の特別会計と病院事業会計を含む市全体の市債現在高は1153億2104万円（市民一人当たり44万3556円）で、前年度末より34億9510万円増える見込みです。


基金（貯金）


　年度間の財源の不均衡を調整するために積み立てている〝普通貯金〟が財政調整基金です。本年度当初予算の編成では4億7000万円の取り崩しを見込みます。本年度末の現在高は54億1128万円となる見込みです。


　庁舎建設基金は、新庁舎の建設費のため、33億6068万円取り崩す見込みです。


　基金全体の取り崩しでは、前年度に比べ29億8754万円の大幅増となっています。


　平成24年度末の市全体の基金の現在高は156億2506万円（市民一人当たり6万98円）となる見込みです。
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新棟とつながる市民病院北棟



主な事業


英語教育推進事業　50万円


　小学校の外国語活動と中学校英語科授業のための研修会・学習会を開き、外国人英語指導者の効果的な活用を支援します。


成年後見利用支援センター設置事業　34万円


　成年後見制度の利用支援や、市民後見人の養成・確保などをする成年後見利用支援センターの開設に向けて、検討会を設置します。


電気自動車等普及・促進事業　160万円


　市民や事業者が電気自動車などを購入する場合に助成します。


産業間連携促進事業　170万円


　産業界、関係機関などで構成する協議会を立ち上げ、産業活性化に向けた環境整備を進めます。


小児医療費助成事業　8億3192万円


　小児医療費助成の通院対象を小学校3年生から小学校6年生まで拡大します。


建物の耐震性向上促進事業　2881万円


　木造住宅の耐震改修支援制度や分譲マンションの耐震診断支援制度などに加え耐震シェルター設置支援制度を創設します。


地震・津波防災対策事業　1855万円


　地震防災マップ・津波ハザードマップの作製や、海抜表示板の増設などをします。


小学校施設管理事業　200万円


　小学校の和式トイレの洋式化を進めます。




3大事業


新庁舎建設事業　59億8946万円


　地上8階の高層棟をつくるためのⅠ期建設工事などを予定しています。


次期環境事業センター整備事業　80億2801万円


　安定的なごみ処理を維持するため、次期環境事業センターの建設工事やプラント工事などを予定しています。


市民病院整備事業　2億6882万円


　オイルタンクの移設工事などを進め、新たに仮設バスロータリー工事、既存棟（救急棟・管理棟・院内保育所）の解体工事などを予定しています。




用語の説明


自主財源比率　市税や使用料など、市の自主的な収入が歳入全体に占める割合。

義務的経費　歳入の状況に関わらず支出が必要な経費。①職員の給与などに使う人件費②生活保護費や児童福祉費などの扶助費③市の借金（市債）の返済に充てる金などの公債費の合計。


投資的経費　道路や橋、公園、学校など多くの人が長期間、利用できる施設などの整備に必要な費用。つまり、〝まちづくり〟にかかるお金。


市債　市の〝借金〟。道路など多額な費用が一時的に必要で長期間利用できる施設を整備する場合や、自治体の財源が足りなくなったとき（臨時財政対策債）に、国や金融機関などから借り入れる。





ひらつかのサイフを公開



　平塚市の財政を分かりやすく知っていただくため、市ウェブに「ひらつかのサイフ（平成22年度決算版）」を掲載しました。平成22年度決算を家計に例えたほか、貯金や借金の状況などについて、イラストや身近な言葉を用いて解説しています。
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　平塚市の財政の変化を時代を追って見てみましょう。




創生～戦災復興


　昭和7年度に約35万円の予算で始まった平塚市は相模川と金目川の間、南は相模湾、北は中央図書館ぐらいまでで、面積は現在の約7分の1（10・50平方キロメートル）。美術館は隣の大野村になります。


　翌昭和8年度には73万5351円に予算がほぼ倍増。約12万円の赤字を巡り、市長と市議会が対立し市長不在へとつながる事件も戦前にありました。終戦の昭和20年度は89万1095円でした。


　戦後は一転。混乱期の激しい物価高騰と、戦災からの復興のため、市制20周年の昭和27年度の当初予算は億を超え、2億7891万4284円にまで膨張。20年度から7年余りで300倍以上増える激動の時代でした。


　昭和25年に完成した平塚競輪場の収益が、市の財政に貢献しました。




町村合併～高度成長


　昭和29年に旭村、31年に大野町・神田村・城島村・金田村・土沢村・岡崎村（一部）、32年に金目村と合併し、現在の市域になりました。


　現在の平塚市の原点ともいえる、翌昭和33年度当初予算は5億8056万3000円。当時の戸川貞雄市長は、競輪を「評判は悪いが働き者だ」などと例える「競輪悪妻論」を主張したことで知られます。戦災復興で生じた財政負担の健全化に心を砕いた市長ならでは、の発想でした。


　市制30周年の昭和37年度当初予算は12億1747万円で、初の10億円超えとなりました。高度成長期を迎えたこの頃、市民センター（37年度）市庁舎（39年度）見附台体育館（39年度全館完成）市民病院（43年度開設）と主要な公共施設の建設も相次ぎました。





オイルショック～平成


　市制40周年の昭和47年度当初予算は73億1930万円。翌年度は88億3800万円。昭和48年度～平成24年度の40年間で、ちょうど10倍に増えたことになります。昭和49年度は122億3300万円で初めて100億円を超えました。


　50周年の昭和57年度の当初予算は352億8500万円。福祉会館（50年度）博物館（51年度）教育会館・勤労会館（55年度）など、追分地区や文化公園などで公共施設の建設が続きました。60年代には平塚球場（
60年度）平塚競技場（62年度）と総合公園の整備が進みます。





平成　伸び悩む税収


　平成は、一言で言えば、市税収入が400億円台で伸び悩む一方で、社会保障関係費の増加で歳出が徐々に増えていく時代です（次グラフ①）。

　一般にバブル崩壊と呼ばれる平成3年度ですが、この前後では市税の増減に大きな変化はありません。むしろ問題は税収の伸び悩みでした。昭和61年度を最後に、税収の伸びは前年度比で1桁台にとどまり、平成20年度の462億4518万円をピークとする、なだらかな変化になります。戦後あり得なかった前年度割れすら生じるようになりました。


　伸び悩む背景には、平成元年度に導入された消費税が象徴するように、直接税から間接税へ、という大きな流れがありました。当然、景気変動の影響も受けましたし、景気対策として行われた各種の減税も、市にはマイナスに影響しました。
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扶助費が5倍に


　歳出を中心に、もう少し細かく見てみましょう。昭和30年代末には、出費全体の45%を越えた投資的経費は平成2年度を最後に30%に届かなくなります。平成9年度以後は20%すら超えることがなくなりました。税収の低迷を投資的経費の抑制で耐える時代になりました。


　しかし、平成14～16年度、投資的経費が跳ね上がります。主な要因は、見附台体育館に代わるひらつかアリーナや、リサイクルプラザなどの建設でした。義務的経費のうち、人件費は平成13年度をピークに減少しています。団塊世代の大量退職期も給与改革などで抑えました。


　投資的経費を抑制していましたから、公債費も低い位置で安定していました。平成16年度は過去の高金利の借金から、低金利の借金に借り換えるため、一時上昇しました。


　一方で、上昇し続ける出費もありました（次グラフ②）。生活に苦しむ人を支えるためなどに支払われる扶助費で、目立つのは生活保護費。子ども手当も含まれます。平成元年度の40億3733万円が、平成24
年度は200億3040万円とほぼ5倍に増加。単純計算では、毎年6億6600万円増え続けている計算で、いまや平塚市で最もお金がかかる分野になりました。
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全国の特例市との比較


　最後に、全国の特例市と平塚市を比較してみます。


　平成22年度決算を総括する最新の地方財政白書と同時期の平塚市の決算を比較してみると、義務的経費に占める人件費はほぼ全国並み。公債費はほぼ半分ながら、扶助費が高くなっています。





特別会計・病院事業会計




　特別会計は、125億7,170万円減ります。


①競輪事業会計で特別競輪が開催されない


②農業集落排水事業会計で吉沢浄化センターが完成、などのためです。


　病院事業会計は、システム整備費の減少により、3億3,700万円減ります。




（単位：万円）
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自転車の魅力を広げる


　湘南バイシクル・フェス2012が3月24日、平塚競輪場で開かれました。


　自転車の利用は環境にやさしく、健康づくりにもつながります。会場は、7月に始まるガールズケイリンを目指す選手のトークショーや、最新型自転車の試乗会、子どもに正しい乗り方を教える自転車教室などでにぎわいました。
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間に合いました


　渋田川桜まつりが4月8日に開かれました。


　あいさつに訪れた黒岩祐治県知事は「県内を回っているが、桜が咲いている桜まつりは今日が初めて」と、笑いを誘っていました。


[image: 渋田川桜まつり]






地域福祉の礎を築く


　平塚盲学校の前身、私立中郡盲人学校を創設した秋山博（大正7年3月没）の墓前祭が、南金目の寂静寺（じゃくじょうじ）で開かれました。


　盲学校同窓生らによる春の彼岸の墓参りを引き継ぎ、エコミュージアム金目まるごと博物館委員会が主催し、今回で10回目。盲学校や同窓会、地域の方々など、およそ60人が遺徳をしのびました。


　「失明というハンディを乗り越え、盲人教育に奔走した秋山。そして、それを支援した地域の熱意について語り合うと、勇気が湧いてきます。私たちも、もっと頑張らなくては」。米村康信委員長や同委員会の方々は、そう話してくれました。


　冷たい北風が吹く中、ウグイスのさえずりが温かく感じられました。
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光と風と花を楽しむ


　馬入・光と風の花づつみの花畑で、菜の花に続いてチューリップが咲き始めました（4月10日撮影）。


　赤・黄・桃・オレンジ4000本のチューリップは、昨年11月に八幡小学校の3年生や馬入花畑の会などが植えました。この球根や花畑のベンチは、市内の企業などで組織する平塚地区環境対策協議会から寄贈されました。


　この広報がお手元に届くころには、赤・白・桃の芝桜が、花のじゅうたんを作り始めます。隣には「ひらつか」の花文字もあります。


　また花畑の北側には、馬入・水辺の楽校（がっこう）があります。野の花や木々の新緑、ヒバリのさえずりも楽しめます。


[image: 入・光と風の花づつみの花畑]






新入生を守ろう


　「新入学児童を交通事故・犯罪から守ろう」キャンペーンが実施されました。


　平塚市の新小学1年生は、今年度2,219人。入学式が行われた4月5日、富士見小学校では交通安全対策協議会が、平塚市の安心・安全キャラクター「ポリケンくん」とともに、交通事故防止や子どもの安全を呼び掛けました。


[image: 新入学児童を交通事故・犯罪から守ろうキャンペーン]






最新車両で消防力強化


　消防ポンプ車（金目出張所）と高規格救急車（南原出張所）の引き渡し式を行いました。


　消防ポンプ車は、現場の意見を取り入れ、天井を高くして収納棚を設置。出動中、車内で資機材の準備ができます。高規格救急車は、日産車体の市内工場で製造され、最新型のＬＥＤ式赤色点滅灯などを装備しています。


[image: 引き渡し式]






市長こらむ



山瀬まみさんを観光大使に




　市制施行80周年の記念事業として、平塚市の魅力を広く発信していただく「ひらつか観光大使」を設けました。前号で紹介した市内在住の声楽家・岩崎由紀子さんに続き、3月18日、タレントの山瀬まみさん（次写真右）に、この観光大使をお願いしました。


　平塚市民に「平塚出身の有名人は」と聞けば、多くの方が山瀬さんの名前をあげると思います。山瀬さんには、これまでもテレビなどで市内の店を紹介していただいていますが、紹介された店は、お客さんが増えて喜んでいると聞いています。


　また、平塚には全国に誇る七夕まつりがあります。一昨年の60回記念の七夕では、山瀬さんからもメッセージをいただきました。これからも山瀬さんの力をお借りして、湘南ひらつか七夕まつりをさらにイメージアップしていきたいと考えています。


　ところで、山瀬さんは料理のレシピ本も出されています。平塚では野菜や魚など、おいしい食材がたくさんとれます。湘南ケーブルネットワークの対談（6月放映予定）で平塚産のキュウリを紹介したところ、
5日後のラジオ番組で早速取り上げていただきました。また、山瀬さんは「プラネタリウムが好き」と聞き、博物館のプラネタリウムや美術館の市制80周年記念事業についても紹介しました。


　山瀬さんからは「平塚には七夕まつりの思い出や、富士山がきれいに見える場所などもあります。平塚のいいところをもっと知って、広めていきたい」と力強い言葉をいただきました。


　平塚には、ほかにも1年中、ビーチスポーツが楽しめるビーチパークや、空気が澄んだ日には東京スカイツリーも望める湘南平など、お勧めスポットがたくさんあります。


　できるだけ早く山瀬さんを現場にご案内したい。そして、ひらつか観光大使として、平塚の魅力を全国に発信していただきたいと願っています。




[image: 山瀬まみさん]



平塚市長
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平塚の旬




　「平塚のバラ」は、これから出荷。春の陽気で大忙しです。


問：農水産課　電話：0463-35-8102



[image: 平塚のバラ]




4月納期の市税・手数料




　納付は、便利な口座振替をご利用ください。


　本庁舎1階⑤番窓口または郵便局、市内に本支店がある金融機関でお申し込みいただけます。


・清掃し尿従量手数料（第1期）


納期最終日　5月1日（火）





◆問い合わせ先


環境業務課　電話：0463-21-8796





湘南バンクへ行こう




　年に1度のビッグレースが、湘南バンクで開幕します。





■湘南ダービー（ＧⅢ）


　5月4日（祝）～7日（月）、午前10時開門。


問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935




[image: ウィンディ君]




[image: がんばれ湘南ベルマーレ]




前売り券　自由席大人2,500円、小学生・中学生・高校生・シニア800円。コンビニなどで販売します。



[image: 試合日程表]




[image: 効率的なごみ処理を目指して]

「一般廃棄物処理に係る事務事業の広域化に関する基本協定」の調印式が3月26日、平塚市役所で行われました。この協定に基づき、ごみ処理施設の集約化などを進めていきます。ごみの処理費用や処理に伴う二酸化炭素排出量の削減などが期待されます。

問：資源循環課　電話：0463-21-9763
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なぜ、広域化するのか


　家庭から出されるごみなど一般廃棄物の処理は、法律で市町村の仕事とされています。しかし、ごみ処理費用の削減や、ごみ処理に伴う二酸化炭素排出量の削減に、市町村が個別で対応していくことは効率的ではありません。そこで平成9年に、国がごみ処理の広域化を指示。平成10年に、神奈川県が「ごみ処理広域化計画」をつくりました。


　平成17年には、平塚市・大磯町・二宮町で「1市2町ごみ処理広域化推進会議」を設置し、平成18年2月には「1市2町ごみ処理広域化基本協定」を締結しました。しかし、広域化の具体的な話し合いを進める中で、1市2町の認識の違いが表面化。平成18年10月には、基本協定を解除し、二宮町が脱退しました。







二宮町が復帰し、広域化実施計画を策定

　その後、平成21年3月に、二宮町から復帰の申し入れがあり、覚書を締結した上で、再び1市2町で協議を重ねてきました。この中で、ごみの将来予測をして、新たに、ごみの減量化や資源化などの具体的な施策を検討。また、ごみ処理に関係する施設の配置をどのようにするか、費用の負担を公平にするにはどうすればよいかなどの課題も話し合ってきました。

　基本協定の締結により、今後のごみ処理の課題を広域的に解決していきます。広域化に関する基本協定の詳細は、市のウェブなどでご覧いただけます。







実施計画の目標

　この実施計画では、減量化や資源化の将来目標を設定し、具体的な施策や、1市2町の施設配置や費用負担について検討しています。

ごみ排出量（一人1日当たり）

　平成21年度に比べ、平成27年度までに5パーセント削減。

資源化率

　平成21年度の21・7パーセントから、平成32年度までに34・0パーセントへ向上。

最終処分（埋め立て）量

　平成25年度から、平成21年度の5分の1以下に削減。








削減効果は

　この実施計画が実現すると平成32年度には21年度に比べて1市2町で、毎年約9億8000万円の処理経費が削減でき、二酸化炭素の排出量も53パーセント削減できる見通しです
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ごみ処理広域化基本協定書を締結した（上写真左から）坂本孝也二宮町長、落合克宏平塚市長、中𥔎久雄大磯町長

[image: 動画を見る]







主な施設の整備スケジュール


平成25年度

　平塚市大神地区で、高効率ごみ発電施設（ごみ焼却施設）が稼働。平塚市と大磯町が可燃物やリサイクル、最終処分などの分野で広域化を開始。


平成27年度

　二宮町が不燃物やリサイクル、最終処分などの分野で広域化を開始。同町で、剪定枝（せんていし）資源化施設が稼働。


平成28年度

　二宮町が可燃物の処理で広域化を開始。


平成29年度

　大磯町で、厨芥（ちゅうかい）類（生ごみ）資源化施設が稼働。


平成31年度

　二宮町でリサイクルセンターが稼働し、大磯町と二宮町で広域化を開始。大磯町で、新たなし尿処理施設が稼働。


時期未定


　二宮町で、不燃物処理施設が稼働。






[image: 災害・防災情報やイベント情報などをテレビ神奈川のデータ放送で配信スタート]



①テレビ神奈川（3ch）の画面にし、リモコンの「ｄ」ボタンを押します。


②画面左側の「マイタウン情報」を選択すると、平塚市のページが表示されます。（平塚市内のテレビのみ）


③画面右側の行政情報から、「お知らせ、催し」や「災害・防災情報」を選択すると、平塚市の情報が表示されます。


[image: リモコン]
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問：広報・情報政策課　電話：0463-21-8761









[image: パブリックコメント手続き年間予定]



[image: 鈴川鯉こいのぼりまつり実行委員長の柏木三夫さん]

問：協働推進課　電話：0463-21-9618









応募方法


■問：問い合わせ　募：応募方法


■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686

　平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、
　4月23日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールで応募する場合

　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。


[image: 応募方法]







お知らせ


一括法による権限の移譲


　国による地域主権改革の一環として、平成23年度に第1次一括法と第2次一括法が成立し、県から市への権限移譲などがされました。4月1日以降、各種申請などの提出先や、許可条件などが変わる事務があります。

　詳しくは、各関係課にお問い合わせいただくか、市のウェブをご覧ください。

問：行財政改革推進課　電話：0463-21-9604





法務局平塚出張所が5月7日で統合廃止


　平塚出張所が二宮町に新しくできる西湘二宮支局（二宮町二宮1240-1）に統合されます。平塚出張所が取り扱っている不動産登記事務と供託事務は5月2日（水）まで平塚出張所で、7日（月）から西湘二宮支局で取り扱います。

問：横浜地方法務局総務課　電話：045-641-7461





外国人登録制度が変更に


　7月9日（月）から、新しい在留管理制度が始まります。市内在住の外国人の方は、住民基本台帳法の適用対象となり、住民票が作成されます。住民票の作成は、観光目的など短期滞在を除く、3カ月を超えて在留する市内在住の外国人の方が対象です。在留期間の更新や住所変更の届け出をしていない方は、お早めに届け出をしてください。

　該当する方には5月中旬に、仮住民票を送ります。記載内容に変更や訂正などがある場合は、現在の外国人登録法に基づく手続きが必要です。詳しくは、市民課戸籍担当にお問い合わせください。

問：市民課　電話： 0463-21-8771





木下晋展　祈りの心


　デッサンを超えた鉛筆画の世界を堪能しませんか。10Ｈ～10Ｂの鉛筆による、細密にして圧倒的な光と陰の世界をご覧ください。


　4月21日（ 土）～6月10日（日）、午前9時30分～午後5時。入場は午後4時30分まで。美術館。月曜日休館（4月30日は開館）。一般200円、高校生・大学生100円。20人以上の団体割引などがあります。


◆木下晋展の関連イベント

①ギャラリートーク

　4月29日（祝）午後1時15分～2時。5月27日（日）午後2時～3時。いずれも会場は展示室Ⅰ。要観覧券。

②ワークショップ「鉛筆の再発見　22通りの黒で描こう」

　4月29日（祝）午後1時15分～4時30分。アトリエ。中学生以上の方20人（先着順）。応募は、美術館にお申し込みください。

問：美術館　電話：0463-35-2111





市民活動中のけがなどを補償します


　市民の皆さんが安心して市民活動をするために、市が保険料を負担して、市民活動中のけがや事故を補償しています。事前の登録や加入の手続きは必要ありません。


　次の要件を全て満たす市民団体または個人。①5人以上で自主的に構成し、市内に活動拠点を置いている②市内で計画的、継続的に活動している。スポーツ団体のスポーツ活動中の事故などは対象外です。詳しくはお問い合わせください。


問：協働推進課　電話：0463-21-9618





水産物地方卸売市場の買い受け人を公募します


　買い受け人として、市場取引を希望される方が対象です。

　公募期間は9月28日（金）まで。応募方法などの詳細は、市のウェブなどでご確認ください。

問：農水産課　電話：0463-21-2066





ひらつかアリーナ5月の開放日


　健康のためにも、体を動かして心も体もリフレッシュしましょう。

　5月1日・15日の火曜日、午前9時～午後5時。卓球・バドミントン・ソフトテニス・バレーボール・バウンドテニスなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。

問：ひらつかアリーナ管理事務所　電話：0463-25-0011





協働事業の成果を報告


　市民活動団体と市が協働で取り組んだ事業について、その内容や成果、課題などを発表します。

　「こころと命のサポート事業」など行政提案型協働事業4件と、「一般家庭での生ごみ処理推進事業」など市民提案型協働事業7件について報告します。

　5月12日（土）午後2時～4時30分。市民活動センター。

問：協働推進課　電話：0463-21-7534





湘南ひらつかジャズフェスティバル


　平塚ウィンドオーケストラなどが出演します。


　5月13日（日）午後1時開演。市民センター。同センターのロビーで、蓄音機の展示と、レコードコンサートも開催します。


問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237





スペイン舞踊「情熱のフラメンコ」


　「小松原庸子スペイン舞踊団」が、情熱的な舞台を演出します。フラメンコをはじめ、スペイン各地の民族舞踊などを披露します。


　7月22日（日）午後3時開演。市民センター。3000円（全席指定）。チケットは4月29日（祝）午前10時から、文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課などで販売します。電話予約は5月2日（水）午前8時30 分から、同財団で受け付けます。


問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237










[image: グリーンウエーブひらつか2012]



　植木市・花市をはじめ、総合公園の自然と触れ合う企画や、園芸相談など緑に興味が持てるイベントが盛りだくさんです。

　4月28日（土）～29日（祝）、午前9時～午後5時。総合公園。

　植木市・花市　午前9時～午後5時。パークゴルフ　午前9時30分と午後1時30分から。ミニ機関車試乗会（雨天中止）午前10時～正午と午後1時～4時。


問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852



[image: 動画を見る]
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募集


保健センターの臨時職員


　①保健師②助産師。各職種の資格がある方。勤務は、月12日以内、月～金曜日。①健診・相談・乳児訪問などの母子保健業務と保健指導・健康相談などの成人保健業務②新生児訪問などの母子保健業務。時給は1400円。


募：郵送または直接、履歴書と資格証の写しを5月2日（水）までに〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。





地球温暖化対策の出前講座


　節電・省エネの実践方法や自然エネルギーの利用法など地球温暖化について、専門家が分かりやすく解説します。講座内容の詳細は、本庁舎4階の環境政策課や市のウェブなどにあるメニュー表でご確認ください。

　実施期間は、平成25年3月31日まで。市内在住・在勤・在学の、10人以上で構成する団体が対象です。

募：郵送・ファクス・メールで、公民館などにある申込書を開催希望日の1カ月前までに環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s@へ。





遺跡の世界を身近に体験


　埋蔵文化財調査事務所（寺田縄43-1）では、市内から出土された遺物を展示しています。


　見学を希望される方は、同事務所にご連絡ください。

募：埋蔵文化財調査事務所　電話：0463-59-3981





次世代育成支援行動計画の進行状況にご意見を


　「次世代育成支援対策推進法」に基づき、平成22年3月に行動計画を策定しました。毎年度、各事業の現状分析や課題などを抽出し、翌年度の計画事業に反映しています。


　計画の進行状況は4月25日（水）から、本庁舎1階の市政情報コーナーや公民館、市のウェブなどで閲覧できます。


募：意見は郵送・ファクス・メールまたは直接、5月24日（木）までに本庁舎1階のこども家庭課　電話：0463-21-9842　FAX：0120-704589　メール：kodomokatei@へ。





住居表示審議会の委員


　住居表示について、市民の目線で参画しませんか。


　2人（選考）。6月26日から2年間。次の全ての条件を満たす方。①市内に1年以上在住している②4月20日現在、高校生を除く18歳～75歳③平日に開催する会議に出席できる④市のほかの審議会などの委員になっていない。


募：まちづくり事業課　電話：0463-21-8783や市のウェブにある申込書に応募動機（800字程度）を添えて5月21日（月）までに本人が直接、同課へ。





社会福祉施設の代替職員


　産休などによる代替職員の登録を受け付けます。県内の社会福祉施設が、市町村などの登録簿を閲覧し、雇用します。


　職種は、保育士、看護師、保健師、介護員、寮母、児童・生活・職業・母子指導員、作業療法士、理学療法士、栄養士、調理員など。5月1日（火）～31日（木）の平日、午前8時30分～午後5時。こども家庭課（本庁舎1階⑱番窓口）。


募：こども家庭課　電話：0463-21-9612　





市民アカデミー


　高校生を除く18歳以上の方。定員を超えた場合は市内在住の方を優先。中央公民館。300円。


①病を知る


　講師は、市民病院の医師や薬剤師などです。病気や薬について学びます。1回ごとの受講もできます。


　5月15日　おなかの癌（がん）をよく知ろう・29日　薬についての初歩の初歩「薬の正しい使い方」・6月5日　癌（がん）の予防・19日　脳卒中の予防・26日　糖尿病の運動療法。いずれも火曜日、全5回、午後3時～4時15分。各40人（抽選）。


②帯アートと花


　着物の帯と、生け花を組み合わせて、美しくリサイクルします。帯を折り紙のように折りたたんで使います。
　5月19日～7月28日の金・土曜日、全5回、午前10時～正午。25人（抽選）。花代は実費負担。


③思い出の話、昔の話を聞いて、書いて、まとめてみよう


　地域人物史聞き書き編です。


　5月25 日～9月7日の金曜日、全8回、午後2時～4時。


募：はがきで、講座名（はがき1枚につき1講座・①の一部を希望する場合はその日程）・必要事項を5月7日（月）までに〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。






森の新緑祭


　新緑香る、びわ青少年の家で、竹ざおを使ったパン作り（次写真）や、野菜の収穫をしませんか。


　5月19日（土）午前10時～午後2時。雨天の場合は20日（日）に延期。びわ青少年の家（土屋2710-1）。市内在住・在学の小中学生とその保護者30人（抽選）。500円（小学生は200円）。


募：4月20日（金）～26日（木）に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。

[image: 竹ざおを使ったパン作り]










弓道の初心者教室


　5月12日～6月16日の火・土曜日、全11回。Ａコースは火・土曜日の午前10時～11時30分。Ｂコースは火曜日の午後7時～8時30分と土曜日の午後2時～3時30分。高校生以上の方30人（抽選）。5000円。


　詳しくは、平塚市弓道協会の奥野　電話：0463-32-2904までお問い合わせください。


募：はがきで、コース名・必要事項・年齢を5月7日（月）までに〒254-0074大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060へ。










東海大学市民講座


①大人のためのピアノ教室


　5月19日～9月15日の土曜日、全10 回、午前9時30分・10時30分・11時30分からの60分。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。各10人（先着順）。2万5000円。


②親子でリトミック教室


　5月19日～9月1日の土曜日、全10回。東海大学付属本田記念幼稚園（伊勢原市下糟屋111）。


・リトミックコース


　午前9時30分～午後0時15分。幼稚園年少以上の方15人（先着順）。1万5000円。


・リトミック＆ピアノコース


　午前10時15分～11時15分。幼稚園年中以上の方8人（先着順）。2万2000円。


募：電話・ファクスで、①は受講時間・必要事項を、②はコース名・必要事項を東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133　FAX：03-5793-7132（ 土日・祝日を除く、午前10時～午後5時）へ。同大学のウェブからも応募できます







[image: 知っとこ！防災]

No.7　マップは年内に作成


津波浸水予測図

　県が作成した津波浸水予測図が公表されました。防災危機管理課や市政情報コーナー、各公民館で閲覧できます。市のウェブでもご覧いただけます。


　この予測図などを踏まえ、津波ハザードマップを含む平塚市防災マップを年内に作成し、各戸配布する予定です。


問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734







[image: 元気発見!!!大空に舞う鯉のぼりの大群]



　「鈴川は昔から地域に愛されてきた、ふるさとを象徴する川です」と語るのは、鈴川鯉こいのぼりまつり実行委員長の柏木三夫さん（次写真）。自治会を中心に、同委員会を組織しています。


　まつりでは、鈴川に関心をもってもらうため、川の上空にロープを渡し、そこに鯉のぼりを泳がせています。鯉のぼりは、各家庭から寄付されたものです。当初は100本程度でしたが、今では250本を超え、風になびく姿は圧巻とのこと。この景色を一目見ようと、期間中は1万人もの方が会場を訪れます。


　第6回鈴川鯉のぼりまつりは5月1日（火）～5日（祝）、岡崎の鈴川（舟橋から新大畑橋の間）で開催されます。期間中の3日（祝）には、午前10時から模擬店や和太鼓の演奏などがあります。会場は、神奈中バス停「大畑平岡幼稚園前」下車徒歩1分です。

[image: 鈴川鯉こいのぼりまつり実行委員長の柏木三夫さん]









健康と福祉


健康推進員の養成講座


　健康づくりに必要な基礎知識を学び、健康推進員として一緒に活動しましょう。

　6～10月、全12回。保健センター。市内在住の方20人（先着順）。

募：健康課　電話：0463-55-2111





理療券の活用を


　満74歳以上の方を対象に、はり・きゅう・マッサージ・指圧を1回600円で受けられる理療券を一人5枚配っています。健康保険証など利用者の本人確認ができるものを持って、南附属庁舎2階の高齢福祉課にお越しください。12月以降に、74歳の誕生日を迎える方は、誕生月によって枚数が少なくなります。


問　高齢福祉課　電話：0463-21-8778





介護マーク


　介護する方が介護中であることを、周囲に理解してもらうための「介護マーク」（次写真）。認知症などの方の介護は、周囲からは介護していることが分かりづらいため、誤解や偏見を持たれることもあります。外出先で、このマークを見掛けたら温かく見守りましょう。


　ご家族を介護している方で、「介護マーク」をご希望の方は、南附属庁舎1階の介護保険課にお越しください。


問：介護保険課　電話：0463-21-8790

[image: 介護マーク]








弱視レンズ展示会


　近・遠用の弱視レンズや、遮光眼鏡、拡大読書器などの視覚補助具を展示します。


　5月17日（木）午後2時～4時30分。平塚盲学校（追分10-1）。


問：平塚盲学校　電話：0463-31-1341






転倒骨折予防教室


　高齢者に多い転倒による骨折を予防するため、ストレッチや筋力アップなどの運動をします。プールで開催する教室も含めて、年度内に3回まで応募できます。


　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。①～③は運動着・室内用運動靴・タオル・飲み物。④は水着・水泳帽・タオル・飲み物。

①ニチイケアセンター平塚（宝町3-1）

　5月11日～6月22日の金曜日、全7回、午前10時～正午。15人（先着順）。


②須賀公民館（夕陽ケ丘60-32）

　5月18日～6月29 日の金曜日、全7回、午後2時～3時30分。20人（先着順）。


③神奈中スイミング平塚（宝町10-4）

　5月28日～7月9日の月曜日、全7回、午後1時20分～2時50分。20人（先着順）。


④プールで転倒骨折予防教室


　5月16日～7月11日の水曜日、全9回、午前8時50分～10時20分。神奈中スイミング平塚（宝町10-4）。20人（先着順）。


募：①はニチイケアセンター平塚　電話：0463-25-6251（午前9時～午後6時）②は河合楽器製作所　電話：045-321-4644（午前9時～午後5時30分）③④は神奈中スイミング平塚　電話：0463-23-5261へ。







くすの木体操講習会


　みんなで体を動かして、生活習慣病を予防しませんか。

　5月18日（金）午後1時30分～3時。神田公民館（田村3- 12 -5）。室内用運動靴・バスタオル・ハンドタオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。


問：健康課　電話：0463-55-2111





講座「健診で血圧注意といわれたら　食生活実践編」


　健康的な食事について、調理実習を通して学びます。

　5月19日（土）午前10時～午後1時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。400円。


募：はがきで、教室名・必要事項・生年月日を〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。







女性のための健康教室


　骨密度も測定します。

　5月25日（金）午後1時30分～4時。保健センター。市内在住・在勤の30～50歳代の女性40人（先着順）。


募：健康課　電話：0463-55-2111











[image: We Love フォト!]



「退役後」

　このＳＬは現役時代、地球27周半に相当する距離を走りました。現役を退いてなお、私たちに歴史を伝えてくれます。（2月下旬、文化公園で撮影）


東海大学3年　写真部

矢代拓海さん（21）


[image: 退役後]

今号から東海大学写真部員の作品を紹介します。





[image: 5月MAR育児教室コーナー]

　参加する際は、母子健康手帳を忘れずにお持ちください。詳しくは、市のウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



◆育児相談

　9日・16日・23日の水曜日、午前9時30分～10時30分。身体計測や、生活・食事・母乳・歯の衛生など、育児に関する相談ができます





◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関に直接、お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、保健センターで配っています。





◆歯科健康診査（予約制）

　9日（水）午後1時～2時30分。24日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月～2歳6カ月児。歯の健康診査やフッ素塗布の体験・相談など。





◆子育て教室（予約制）

　お子さんと一緒に学べる体験教室です

★すくすく子育て教室　16日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。育児や赤ちゃんの病気、赤ちゃん体操など。ブックスタートも開催します。

★歯っぴい はみがき教室　26日（土）は歯みがき準備期編。8～12カ月児。8日（火）は歯みがきイヤイヤ克服編。1歳3カ月～1歳6カ月児。いずれも午前10時～11時。






◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方など　7日（月）午後1時30分～3時30分。妊婦とご家族。


★お産の進み方と産後の過ごし方など　14日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とご家族。


★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　26日（土）午後1時30分～3時30分。妊娠8カ月以降の方とご家族。






◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児　31日（木）午後1時30分～2時40分。


★7～8カ月児　18日（金）午後1時30分～3時。


★9カ月～1歳6カ月児　11日（金）午前10時30分～11時30分。


★ダイジェスト版離乳食教室　12日（土）午前10時30分～正午。5カ月～1歳6カ月児。離乳食の